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ソ連図幅調査の歩み

ある地域の地殻の地質と地質構造を研究し同時にそ

の範囲内における地下資源の分布とその規則性を明らか

にすることは慮域飽鷺挙(reg1⑰蝸1駅｡b墨y)の仕

事である.また広域地質学は他の地球科学部門が達

成した成果に助けられ溶がら近代地質学の複雑1多岐

にわたる発展の土合となる部門である吉この広域地質

研究の基礎をなすのが園鰯鰯奮(騨◎至｡幽鯛理1㎎)

である､

地殻の構造とその申に賦存する地下欝源を知る方法と

しての図幅調査はソ違では早くも18世紀末腿行なわ

れたことがある.革命前のロシアにおける広域地質研

究史の中でとくに重要荏時代と放ったのは滋一篇ツバ

}シア刎0ヴ漁ルスタ(:夏インチ)地質図の作製を計

画的紀開始しね882年以降の地質委員会(G⑧o玉｡o搬)活動

時代である.当時実用的恋方陶をとり荏がら詳細

な地質図化が行なわれたのである､

この種の仕壌の歴史的桂好例がは工流㎎玉登の指導

によるドネツ炭団の調査でありYA由Ob蝋h研らに

よるシベリア金鉱地域の調査で潜る.これが事実の

系統的な蓄積の開始となりソ連ぽおける広域地質学の

誕生と扱った由す匁わちん禦｡脇rp1鵬嚇亙.N.c船

er皿y§血㊧マS｣N.N艦t亘阻1N二んSo鉦⑪おvA,P.Pav1o暫

I･VlM1鵬肱銚附L夏｡L鮒ughV.A-Ob醐眺榊らの

優れ危地質学者の業績によってソ連の複雑1多様祖地
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質構造の研究の基礎が開かれ規模･縮尺の異なる地質

調査の方法論上の原則地質図学の法則カ欄楯された.

当時行なわれたこの分野の研究はソ違のその後の地質

学的匁研究にとってきわめて箆要虹意味をもち数隈ら

れた地域についてではあったが'その地域を研究する際

虹試みられ蓄積され花方法上の実験も凄花重要な意

味をもつものであった.

螂7年にRN.Chemysheyか第7回万国地質学会総

会⑳蜜務局長となりその席上で堂冷と～シアの地

質科学が西頚一潭ツバとアメリカで比較的早く普及した

地質科学と同水準に海ることがこの総会で明らかに扱っ

た｣と述べているのも当然のことであろう.

とはい免主をして繁一篇ツバ}シア各地の研究に

みられる1当時の成果もソ連の地質学的研究全体からす

れ陵な潟微膚潅るものであった､すなわ切鯛社会

主義革命漢で1ζ作成された地質図(潟も紀大分母縮尺)

は轡シア全土の約五臓でしかもほとんど籔一濠ツバ

φシアに限られでい溢.さらに精密な地質図となる

と国土の2｡遂%を潟おっ花紀すぎない､カ腺て地質

調査淋不完全であり簿シアの地質構造を地下資源に滞

する認識が不足していたのであるかそういった中で

地質委員会は王;黛､520,⑪00地質図工⑰ヴ狐ル黒タ(亙:

些2⑰呈⑪00)地質図いくつかの炭固地質図1滴団地質図硅

金鉱地帯地質図を作製しだ苗アジア}シアにっいて

ほわずかなルｰド亨ツブが作られ花淀けである｡

広域地質学的粧研究とくに地質図作製氷準が狂潟不

十分でありたのは凛シアの地質学的な研究の意義に対

してツァｰ政府が過小評椀していた花めであ駄,帝政

ロシア梯地質関係部門に対する支出を大きく制隈し花こ

とはとくにその端的校あらわれであった.たとえば

婁｡徴紀初頭における地質研究事業に対する支出は勿テ

ダ伽/62アメジ吻合衆国以/20インドに対するイギ

リ祭の支出帆/饗プ臓シヤの場合の五/陀すぎなかっ彪

のでおる昔蜘5年VふV鉗舳山脇はヘト鷲グラｰド

自然科学脊協会で行なった演説の申で濃シアにおはる元

素利用の簡題を論じ当時人類が利用してい花鉗元素の

うも孫シアでは3戊素の鉱看め欄発されそのうちW

元素澄げ淋十分な量(当時の需要は限られたものであり

た記しろ)を産している終過ぎない芯とを指摘してい�



一43一

た.

諸芥国で利用されてい恕残る3⑪元素の鉱石は当時の

貝シアでは知られていないかあるいは研究窓れていな

かった缶花とえばウラン｡バナジン1棚素･勿膚蕊

ウム1モリブデン1錫1チタン1ジル纂黒ウム溶婆の鉱

石がそうであった.12の元素は少量生産さ九てい花赫

その中に鉛･亜鉛1水銀･タングステンといった重要

な金属か含婁れていた,吻ジウム1貫ヅケル}バル

トなど幾つかの金属に対する開発はよい状態ではなかっ

た帯前述のyふV瓠蝸舶賊は次のよう熔述べてい

る.rロシアの地質学1鉱物学赫教えてくれるすべて

添涙シア紐それらの講元素赫存在しないとい茅ζあで

なく我康の知識秘不尾しているという多くの明白な泰

実であジ…J,蝋7隼以後紀行なわれ施胞質学約扱研

究の成果は凄さ紀そのζ隻を完全紀立証し施のである古

ソ違における地質構造を地下資源絶対する認識は夏｡

月社会主義革命によって根本的熔変わりたすなわち

地質事業の前1ζ発展する国民経済に鉱物原料を保証す.

べき任務が立ちは溶かゆ危ので茜る由同時に国家は

ソ連の計画的地質研究に対し未曾有の可能性を与え施の

である.そしてソ遠1驚淑する地質研究の篤五段階で

あり基礎要素としての地質図の作簸抽ぷぴ鉱物資源の

発見に真剣な配慮然加克られたソは黒ト時代慰潟け

る地質園幅調査の歴史は漢慈虹地質調査察薬の発展&

密接熔繕ひつい桓魔奥である｡その図幅調査はソビ

ュト権力紀ぶる当初の園家再嬢時代か婆錫在の共産主義

建設の時代にい危る革命後の歴史のあらゆる段階を通じ

て急速に発展してきた

ソ連圏土の地質学的な研矧はる実際資料の欝積とそ

の研究レベルの向上進歩的な研究法あ新しい理輪的な

前提の出現は常紀広域地質学の連続発展段階の基礎と

し花明確注計画性員的性系統性である㌧

ヨｰロッパ1ロシアにおける挑質調査の継続と同時に

とく熔第1工次5力年計画はおいてシベリア1極東1カ

､ザブ･中央アジア各地方の最重要地域の研究カ端カ的に

行匁われた.この時代には大分母縮尺(エ:蜘蔓OO⑪な

いしそれ以上)の地質図ととも紀申分母1小分母縮尺

の地質図の作製もいちじるしく増してきたソビエト

権力樹立後の蜘年間(顧商戦争の怨め実際ばは15年聞が

それ以下)にソ連園土鵬脇の地域の地質園か完成し

そのうちの6.8%は呼分母縮尺2.脇は小分母縮尺の地

質閲であった.箆要鉱山地域の地質学的な研究はいち

じるしく増大した.た&克はウラル山脈の申分母縮

尺での地質図化は60%終了(互918年当初で五泌)しロｰ

カ吹ス地方では蛎%(同19%)アルタイ地方では奴%

トランスパイ海ル地方ではその30%を完成したのであ

る､上記の鉱山地域でもその他の鉱山地域でも大

規模終各種の小分母縮尺の精密な地質図の作業が行な

杓れ始めその調査は地下鞍源の探査や探鉱の一環とし

て行溶われたのである.そして未調査の鉱山地域の範

囲をいちじるしく少なくし花わけである､花をえば

薫一句サス1吻ザブ1アル我イの各鉱山地域ではほとん

狡余すをこる恋く図幅調査梯行なわれウラルでは約1

%けンスバイ勿ルでは郷%以下極東ではその地域

の28%以下を余した略すぎ溶い苗

鶏黛次租界大戦前の慧熟年計爾末期には一連の地域

で大分母縮尺(夏:夏呈000,O00)の地質図秘完成した

すなわち濠ず窮王に濠一漂ツバ1ロシアの多くの地域

ウラル苗アルタイ岳トラン黒バイカル1貫岬カサス甫串

央アジア扱どの各地方の場合である｡第3次5ヵ年計

画の申では多くの地域熔対して中分母縮尺の地質図添

基礎図あ勾り同時惨精密地質図の数も一層増大した

地質図編さん作業によって幾つかの大地域の大分母縮

尺地質図カ裏編養んされ花山裏ず組み立てられたのばア

ジア1賞シアの地質図で叉92瞬収縮尺ガ郷､500享000

(郷焚瓢ルスタ1インチ)五92蹄熔縮尺叉:遂､200宜000

(螂ヴ切㍑タ五インチ)のものが完成した同じ婁0

年代に縮尺至:夏､680壷000(郷ヴ皿ル黒タエインチ)の

トルケスタン地質図縮尺工;1里⑪00軍000のコｰカサス地

質図縮尺王;エ事◎OO,000ウラル地質図縮尺互:420車000

のドネツ炭田･クズネツク炭田の地質図とクリミヤ地質

図が調査･作製され花.湧一潔ツバ}シダの多数の

10ヴェルスタ地質團詮ウ形い卿蹄イな濠得地方の㎞

連の地質図小分母縮尺の若形⑳地蟹園&く紀発黒ク

ワ近郊の地質図将ネツ炭閑地質團集な婆も出版慈れた

'螂3年膝は縮尺王顯毘餐9⑪皇⑳O◎⑳饗向鱒ジパ1濠シア地

質図茄敬訂1出版養払てい弘

醐7牢になりて繍恐1蟻､⑩◎⑪皇③◎o金ソ地質図添初めて

出版された(狐V.鵬玉搬銃編集指導)｡芯⑳地質図は

な潟北策辺区終｢空酌部分留残篶てはい母かそれで

も地球のエ/蔭を占め慈慧濠は疑妙泌なく優れだ成果恐あ

っ危｡そ⑳出版差麟を閥蟻《杉で蜜島熔詳戯斑:

壌葦δ⑪⑪皇⑬⑪⑪全ソ地質鰯⑱編蜜彩淋始められD双跳脈

虹池を編簾賛伍暫お松て搬蟻靭酎晦された

旗大なソ遠各地の地質繕鋤な沃漢をめる仕壌が最初熔�
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行なわれたのは同じく戦前のことでとくにソ連圏土全

体をとりまとめた教科書は後年のソ連全体の地質を研究

する上で重要な意義をもっものとなったので海る(A似

Arkh独ge王§嚇DV.N出∀魅瓜AN槻秘鮒鮒至｡至玉D五

Mus版etovら).またソ連国土の地質構造とその発

達史に関する理論的な研究成果も現われるようになった

(五D｡盗エ脇蝸g出魅N中Sヨ跳銚§嚇D吉ylN&1iマ蟻孤

M.MJety附ら).この種の論文数はその後次簾

に増克て行っ危｡

ソ連全土や各地方別の地質研究のとりまとめは当時

では空白のない地質図の部分が相互ばが勾り遠く孤立

し多くの場合に対比困難で潜る危めそれも従っで困

難であった吉じたがって総括する花めの広い可能性が

開けたのはソ連中央地質関係機関一一地質事業委員会

(今日の地質省)一の設置された夏939年以降の段階で

ある.それから広域地質学的な研究あ地質図幅の作製

は明確な目的をもって迅速なテンポで展開巻れたので

ある当たとえばA.RGe榔王m0Yの指導の下に説

明書付き177葉の1:エ里O00,000全ソ地質図の作製秘姶ま

りソ連全土の地質構造と地下資源を記載した太巻｢ソ

連の地質｣の系統的な出版の準備に入った仙社会主義

革命40周年随はソ連全土がさ蜜さ漢な縮尺の地質図で

おおわれてr空白｣はすっかり失く扱ってし漢り花｡

当時すでに申分母1小分母縮尺の地質図が全体の遜O%を

超克小分母縮尺の地質図は絶免ず増大していった｡

とくに重要鉱産地域てば広域にわたって詳細に調査さ

れたのである｡たと吏ば中部1南部ウラル地方の精

密地質図は地域全体の40%以上を占め(中分母縮尺の地

質図は97%)㌶一カサス･トランスコｰ湾サス雨地方で

は45%(中規模縮尺のものは10◎%)約レガｰウラル地

温臓ライ食ルゲｰエ

ダイヅ勢

シ匁ツ率舳

(王鱒§～工§餐簿)

地澱学籍･構鐙簸澱学

籍滋蛾機遠地質

溶細でも酋鰯章状錐の

構澄地質⑳凝翻簑没頭

し恕ク泳榊メ侮シ

窺ン震莞と祭素榊メ㈱シ

蟄ン艦桁漆の薦鵬蕎の

夏大被の携鶏と艦

1ζ漢繊で耀鯛蜜虹恕漆

黛限し花秘櫛て澱勧

⑳妥遼携麓地質鰯を植

堺構遺地質鰯秘搾ら飢

怒ヅ鐘科学ア勇デ

嚢一義鰍鰯締)

ソ連科学ア濠ヂミｰ地

質獅競蕨冷凝レｰ

漱ン勲灘をソ漣鰯鎌功

欝欝受鴛籍

方では45.6%を占めた｡このように国民経済上もっ

とも重要な地域に対する地質調査と小分母縮尺地質図の

作製はせ塞い範囲の仕察であると同時に広域研究の性

質も帯びでいたのである.もっと分母の大き泣縮尺の

地質図の作製は当時では空として図幅調査員の作業規

模に規舗されていた.

戦後基盤地質部分の研究すなわち水平層ない

し軽度の転位層におおわれしばしば地下資源を胚胎し

ている基盤地層の構成1構造の研究に木きな関心カミ寄せ

られてその研究赫一毅と前進し花,

大分母縮尺の地質図幅を基礎陵して広域地質の研究を

完成することそれにもとづいてソ連圏土の探査1探鉱

車繋を促進することそして申分母縮尺で広大な範囲を

研究することは深部地殻の研究が不可欠である芯とを

痛感せしめるに至った､それは何よりも第王に石

油と天然ガスの擁査成梁を広げるため終必要なご曇であ

った.早くも戦後第五年簿熔系統的な深部試錐か始め

られ地球物理学的抵研究が重点的終拡大されでいっ花

がこれはソ連の地質学的研究全体紀とってきわめて

重要な意味の滋るこおであった｡

広域地質お皮ひ地質図幅の発展にとってとくに重要

な意瞭か移っ恕のは複合地質図の作製を大い隠促進する

カとなった組織的抵とりくみでそれかソ違における当

該分野の研究熔新花溶段階を切り開いたのである､す

なわちその取り組みは戦後の地質図幅の質をいちじる

しく高め地質調査は総合的となっ花｡図幅調査に当

って地質構造の彪らゆる側面が研究され図上に広範1

精密な表現であらわされるようぽ放っ危｡だを爽陸

水理地質学1地形学(景観地形学)1地球物理学的な観測

や調査結果が反映されるよう終なり地下資源の探査も

各種の方漆を組み合せて行なわれ有望地域はあらゆる

側面か追究･解明されるよう悠なった､各テｰマ別地

質図幅調査隊の野外調査技術の整備採取試料の室内実

験1観測設備の系統的な改欝か行なわれ図幅調査や広

域内匁テｰ常の研究ぽ役立つ実験基地秘増大杉壁産機

関と科学研究機関の緒ぴ付書か強まっている.

戦後陪始められた空中調麓澄とくに航空導糞法

の利用も大きな価値をもっている由空中磁気調査など

各種の調査員的に飛行機やヘリ鴛プタｰを用いる調査は

戦後の時代を特徴ずげるものである.航空写真法す

溶わち大陸地表航空写真1浅海汀線帯航空写真がらそこ

は現われた地質構造要素を解析するための研究はA.Y鶯｡

F鯛鰍醐の先導によって醐0年頃一連の試みがなさ

れていた｡�
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現在では航空写真の判読は地質図幅調査の際の義務

となっている.

実際上の問題や理論上の問題を解決するため紀地質図

幅に持ちこ塞れ蕃要求ポ益膚増大してくるにつれてそ

の一般地質図の胸容をさらは豊當で多様化することが促

が窓れている｡この要求を琉たす努力は戦後の時期

におけるソビ器ト地質図幅調査関係者の基本的な任務の

夏つあ扱ったこの努力の跡はソ連地質全図でも

大地域地質図でもシジｰズ地質図(五:王事00⑪､oo◎な星)

でも戦後は作灘された地質図は明瞭に認められるとこ

ろである.規格通りに航空写真を利用した地質図幅は

多くの場合航空写真を利用妓ず終作製した地質図幅より

もいちじるしく韮確1詳細で内容も豊富である｡す

なわち航空写真法の利用は最近における地質図幅調

査の進泰の要因の五つといえる｡

螂0隼代には地質編さん固化作業カミ進みソ連全土

勇一樽ツバψシアをアジアリシアの各種縮尺の地質

図が編さか胎版された｡ソ連全体のものをしては

蝸昨に縮尺王:餐呈⑪00里O⑪⑪蝸6年1㌶;婁韮δ00,0QOのも

のカ塀び編さん1出版された｡(DyN叙一ivkinV.N.

ye肥出｡h鵯i狐L.亙.Ko王㈱帆鼠A､買.M1狐蝸湘k三iS.A.

Mn剛鮒Y禽工Sh薮惚王⑪㌢)｡塞化縮尺エ1五里600,000の地

質図も脳8制箒…中ンパリシアウラル瓢榊カサ

スの各地域(工五G㈱厳LS↓搬鮒1曲鷲｡K.むkh鉗鮒

A正泌竃淡鮒§脇y正反釦騨τまe双)やや遅れてシベリ

ア卓状地についてとりかかり(TN.sp1地鰯嚇)蝸9

年に出版されている缶

蝸0年代絃は即分母縮尺のもの当して多くの重要な

鉱山地域大地滅で地質学的に五貫した地域た&えば

汐ラル灘一カ枇ス串央アジア両部おぷぴ東部中央

漁炉フ南カザフツウルガイァルタイァルタイｰ

サヤン橘曲域クズネツク盆地工器ゼイ高原バイカ

ル山岳地域トランスバイカルアルダン鉱山地域沿

海州ヴィリ風イ盆地シベジァ卓状地西都樺太など

の地質図カ拙版されている｡これらの図上にはソ違

における地質学の大き溶進歩がはっきりを現われている,

とくに先は出版され淀同様狂地質園に沈較して後集

の地質剛はく現われている.縮灼;夏茗00⑰｡000の全

ソ地質図の作製はほぼ完成した｡

ソ連の地質学の成長は蝸逐年以降の大規模な泰業

一一小分母縮尺の金ソ地質図の作製を可能にした｡す

なわち地質学的に異柾る内容の数千薬の地質図から匁

るユ00をご克るシリｰズが出版されつつある｡沓図幅

説明書にはその図幅内の地質構造と地下鞍源の特徴描

写を背景はして構造その他の特徴の無析地質学的要

素紀規制された地下鞍源の生成と分布の規則性の解析

当該地域の経済性と地下資源に関する展望が明らかにさ

れ今後のさら績精密な研究の道筋が明示されている､

護たある程度以前ぽ作製された各地質図亭は別にソ

連全土にわたる地質図カ洞し縮尺で系統的に作られてい

った自ず匁わち大量は増えたのは多くの実際的な問

題と理論駒な問題の解決に不可欠なさ藍さ豪な内容の特

殊地質図⑳作穀作業である出この種のものとして第

四紀地質関地貌図堆積相図古地理図構造地質図

永理地質魍地化学図鉱床生成区図鉱床予測図など

秘作られている｡

とくぽ璽携書れ施のは鶴遠地蟹図の作製であっ

たソ連の地質学の発腰は構造模式図から数歩進ん

で構造地質図の作製を可能ぼし花ことにも現われてい

る･危と克はソ遵全土と各大地域の最初の構造地質

図秘組み立てられ螂黛年ぽNS.Shぬki1の指導ぽよ

って作製1出版され危学習用の1:遂ヨ000茸000ソ連構造地

質図は抵かでも方法論的に大きな価値をもつものであ

った同じくN&Shぬk三iの指導の下虹着尋された

1:5手000,000の｢ソ連および隣接諸国の構造地質図Jは

大カミかりな仕事であったがそれも叉956年に出版されて

いる｡この構造地質図は全体としてソ連国土の構造

の特徴に関する認識範囲や広大で地質学的に複雑把構

成の国土の構造地質図を組み立てる理論上の原則と方法

論的な原則の闇麗ぽついてソ連添どんなレベルにある

かを明白ぽ誇示するものとなっている｡

とくに方法論上の重要柾偲値を示しているものとして

は五;夏韮000里000買一カサス地方構造地質図(LA･Vか

rdany鋤鳩蝸5)王:隻宝500,000シベリア卓状地･隣接

橘山系構造地質図(災XSp赫arsk11王958)…:エ草δOo呈OoO

ノ･バロスク地方ゾムｰル州構造地質図(L工K螂Wら

隻959)があげられ災夢｡ζ⑳頃熔姦くの地方熔篤い

て小分母縮尺の構遺地質蟹も組み堂懇られ放い地繊に

潟ける新構遺簸勤鰯(新造構造地質図)秘作製蜜れ

始めている.そ⑳瞭芯も顯あも大ががり扱仕壌想りた

のは至:昌芋⑪⑪O章000ゆ違⑳新造構遺地質剛(胴,蛆

蝸鮒と跳S脆臆⑳指潮載る概⑰)で繍.

第四紀地質図を地貌地質問の構成漆随関衣蕃研究分野で

も成果は少なく扱い苗花恕菟ぽ王ゴ籔茗蟻◎O阜◎Oけソ

連鶏㎎紀地質剛(G息③狐鰯腕⑳指導蛾曼)は優れ

た成果である白地貌祭の領域懇怒り&も璽翼落成果と

匁鶯施例凄この鱒代熔組み並茨蔭牝淀全ソ地貌図で

鶏夏に蝸60年は亙浪儀麟瞼蝋の指導の下縫胴版養れ

彪夏:遂宜O⑪O､⑪O⑪のもの舞多蒙善浸王簿轡夏季淳争ζ夏也亙凸災貫駿嚢籔OV

の指導の下に拙版凄れね1δ､OOOま③O⑪の愁のである｡

堆積相別首地理図の作製も大きく進歩した.なか�
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でも傑出しているのは互撒一蝸2年に瓜Ry三郷憲跡

dovDV.N挑秋i孤A由遷｡賄皿蝋V.Y儀｡鮎鮎が編

さんした～シア卓状地および周辺地陶斜帯の街地理図

集｣である.

合理的な地下資源探査の方陶を求めて戦後をくに

螂0年代になると鉱床生成区図お攻び鉱床予測図の組

み宜で淋重要視窓れて蓄た｡そしてζれらの園を構

成する理論的溶原則芝方法論的な原則の確立をめざした

大きな努力が払われソ連の鉱床分砺地域の一連の鉱

床壁成醒鰯添組み立てられた.双G.G鰯紬W

G.S.㎏涜搬器｡亙.畿脱棚鮒R.M｡丁搬搬概の指導

の下仁多勢の共同研究によって作製さ牝ね:警宣000,000

のザ金ソ鉱床生成区図｣は貴璽な成果で勅る年この

園は竃.s幸s赫rh鮒と亙瓜ん醐ib三狐鳶欄拓した広域

鉱床生成区解析の法則を応用1発展させ花ものである畠

一般鉱隊生成区関のほかに各種の地下資源別の鉱床予

測図も作製されている南

地質学駒組図化の新色な重要な方向を示したのはソ

連各地方において実施1作製された水理化学図である｡

たとえば亙.器｡臨生憎概Y罎.Y紋臨け荻眺籔MふG昨

榊脇秘嚇ら年に作製した王:§且000｡⑪0⑪縮尺のシベリ

ア1極東地方水理化学図および工器猫亡搬が編慈ん

じ蝸7年に出版した1:§岳000呈00バン逮氷理化学剛

1:7,δOO,OOO㌘ソ連地下水図｣(V.V曲節㈱ん肱蝋一

｡hin…kovLA.Yaroをs姑童1960)1:騒旦⑳00,OOO㌘ソ違

の工業用地下水と塩水の分布図｣(夏K滋総剛かある｡

王950年代に入るをソ連のそれぞれ広大な地域の地質

構造を取り扱った多数のそノグラフか現われて書だ

たと免ば鴛一句サス(KN賄腕独蟹欲§)愈ザダ(蠣･

タンド少イ長ミドリ

雌グイジチ

護葦(工搬～聰⑪)

撞嘗玉蝋卿肝盤地質

嚢黛姦顯藩鱗鎌呈婁灘～

獺鱗締約閥幻除災タ

磁戴轟徽銘機(笈脇)

餓簿特勇騰議議録

至嚢灘榊獺総締⑳閥金

ソ鱗挙ア滝タ薫一雄質

綴競所紛擾至9餓～

至鱒養緯嫌一勢淡イド

鉱疎⑳研究を携講篶淀.

そ⑳餅競鰭暴毅鰯?寧

1ζ籍畿閥隼艦の簸

艦⑳幽駿星匁繊茨サゾ

連ゆ地質構遺｣愛漢と

絃怒工嚢蝸綿こ

㍗就鰍一湊サ幻漉かご

潟け惑看滅郷隻成幾縛｣

の繋繊終灘篶紬一ユ

ン雛箪が鐙峰慈虹た.

思｡酌Y瓜｡嘗&私亙｡思⑩臓淡災)アノレタイ(V.RNekhoro･

sh鉗)沿海州(N人Belya㈱挺1i)トランスパイ勇ル

(G篶P拙疵ら)中央アジア(N正L哩P榊真正Ma･

汰⑪鴻脇)アルダン楯状地(hKD獅an0YS魅)など

における研究報告がそうである｡以前には研究の不完

全であっ花地繊について急速に蓄積されてきた観察結果

は大概リ連の地質Jの出版を大いに助けたのである.

革命遂O周年をめざして準備されソ連の地質に関する知

識を総漢とめしたリ連の地質構造｣が全ソ地質研究所

の総力を結集して出版されたのも蝸8年のむとで彩る｡

ソ違に潟げる地質図幅の質をさらに高めるという課題

は図幅調査紀不可欠な科学的原則を新だぼ鑑み立てる

ための各種繁一驚郷研錦の発展を促がし危｡を

りわけ層位学堆積岩看学火成岩看学構造地質学

地質学的要素と地下資源との規則的な関係の分野に批㌔

て顕著で侮りた｡ソ連共産党第2!回大会で決定蜜れた

脳9～蝸5年に抽けるソ違の工業発騒の計繭は鉱物原

料資源の鉱盤の増大を新たは大書く要求ず幕もので齢り

た曲その花めに地質調査事業を広域地質研究をさら

ぽ大慧く発展害せるζとが決定的は藍要であっ花,生

活の全分野を新た粧発腰段階樽高めるζとになったソ連

共産党第22圃大会の決定を完遂するため虹はもっを大

き校冨大抵鉱蟹の確保が必要となったので落る自

多くの重要な国民経済上の課題を成功裡紀解決するた

めに特は重視されたのは新規の鉱鐙を明らかにするこ

とを目的とし淀地殻深部の研究の問題で鉦る=すなわ

も金面的紀広域地質を研究する新たな課題をくに経

済地質圏区分の必要性が生じたわけである｡ソ連各地

方の経済地質的な評価が最近まで帯分母縮尺の複合地

質團を基礎にして行なわれて書た以上新以砿斌地質

鰯幅の完成は焦眉の問題あ怒った,そしてその後の

広域地質図幅の基本縮尺は小分母のものに変克られた｡

陶後泌年閥隠退劃ζ小分母縮尺で作製された全地質図

幅の数エ0倍もの精癌図幅調養が行淑われる計圃で潜る白

実際にこの期剛じすべでの空要鉱山地域を近代化し

なくては怒らず従って小分母縮尺の地質図幅はソ

連の地質学的研究の発展の串で質的隠新しい段階を慧り

開く必要がある,

重要鉱閑地域の精密な地質学的研究の意義は蜜すま

す増大してきている｡最近一連の地蜘ζおいてさま

ざ蜜な課題紀緒びつはて小分母縮尺の図幅調査が広い

繭積にわたって行なわれているのもそのためである出

すでに述べ危ようはルｰズな沖積層におおわれ花地

域の深部地質構造を研究することには特別な意味梯あ

る､早くから行なわれてきたこの種の地域の研究は主�
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として石滴を天然ガスの探査ぽ関連したものであった.

当時その探査研究は広域的な性質を有しとく1こつい

最近も酉シベリア低地災汐ル城イ鏡地帯央アジア

西部地域員シア卓状地とシベリア卓状地の諸地滅で行

なわれてきたもので勤る白そ⑳申で大慧な役割を果し

ているのは空として地球物理学的匁方漆を馬い花帯水

鏡の深部地質構造の研究である由そして結局のと薫る

地下欝源を正しく認識で蓄る科学的な基礎を緑み並てる

花め1蔓は繋淋濠ヒッチ繭襲での地殻深部を系統的紀研

究する必要のある落を秘確認されその準備秘遺められ

ている､現在慈らば大意な意味をもつようはなった

のはソ連全土紘わ花る一般為攻び特襟柾総清地質鰯広

域的なぞノグラフ総含的匁地質学的研究論文をして

ソ違の地質に関する知識を孫統的1ζ蜜とめ上げることで

ある､

現在のソ連における地質図幅の特徴拙吹るのは地

殻の重要な構造上のあら峨る特質を解明した慈塞ざ蜜な

内容の團幅を夏笥の図幅集終蜜&める響力が現われてい

る蔓些である蚤｡だあ克はソ違全土熔ついてそれ

ぞれ縮尺夏:餐､むOOま000の地質翻1第四紀地質図1地貌図

1構造地質團1新造構造図1水理地質園1水理化学図1

鉱床生成区図1諸地球物理図1鉱床予測図を内容とする

図幅集湯量蛮ず作製された.ζのよう燃広い地域紀わた

って作製窓れ花図幅集は棋界で初めてのものとなった｡

次いで縮尺エ:繁里る｡⑪珪00⑪の同様な図幅集が準備されつっ

あるがもりあ多面牢わ怒りもりと小分母縮尺の図幅

簾もジ遠各地方別終準備蜜れようとしている｡

地殻深部の構造上の譜特徴を解明する&いう課題にこ

た免るぽは新しいタイプの図幅の組み宜てにも密接な

一結び付きのある理論的1方法論的な問題を蜜ず解かね

ばならない｡最近でほ各種の特襟な内容を併せもっ

た一般地質の図幅か編さん慈れている.その申でも

初版では第四紀層ぽ被覆され花ま漢としている地域の構

造上の特徴を第四紀層を飼いだ形式で明瞭に示すよう

にした五:夏呈餐◎◎主O⑰0縮尺の金ソ地質図蔓版(DXN紗

〕紬姑皿L汐.K祭b鋤惚Aぞ.泌鮒蝸鴻嚇憲｡A1M泄幼雛

篶見Sh銚a五鮒)がよい例である､

ソ連の大地域の縮尺!:五韮餐OO,O00図幅の完成ぽも大蓄

な努力が払われ太平洋鉱床帯(Lふ趾鮒㌣〃)康部饗

一賦ツバ1属シア卓状地あその縁辺地域(DyN笈1三曲篶

I.I.Gors嚇L.S,L池貫鮒至出L.汐.Ko亘｡馳聡A.P.M蔓一

淡｡vskiiS.A,M1鰯刺鍬ら)胃シベリア低鋤(N.N.盈伍

§官｡vtsevTふO§派帖)串央アジアと隣擦地域(A丑

M拙｡ys賊猟.遭､L哩聾蝋L｡遭.皿1辻雛鵡遣｡K.C脈

khaCh鮒ら)のもの湯涜成した苗さら処分母の小さい

縮尺の属穣な特殊恋地質図幅が上記の大地域と比べて狭

い範顕の一連の地域ぽりいて作製書れている.同縮尺

の肯い版紀比べるをζ扱らの図幅に勅らわされた内容

が蓄細めて豊割ζなっているζ&は特記しておかねばな

らない怒るう由

螂⑪年代終扱りて縮尺差:王軍｡o◎華｡ooソ連地質図の編

凄ん秘完了し勉｡そしてその新版にとりかかってい

叡蔓の新しい地質園幅教説明書はソ連の地質と地

下鞍源についての疑欄に究全ぬ答克る案内蕎ともい走る

もの鷲島私ソ連記抽ける地質学的な研究の大意溶進

歩は縮尺&組み立て方式の書塞ざ蛮匁構造地質図と構

造地質学領域紀みら寂る総合的柾仕壌の幅広い発展はあ

る,

繍知:凄呈500,000のザ金ソ構造地質図Jはこの種の

大寿的な仕泰であった(編さん責任者丁汎Sp赫arS㎞〉

漢危縞尺五1エ主⑪00,000と夏:五里500,000のヨｰロッパ1

原シアとアジアリシアの構造地質図も大きな備億をも

っている｡すなわちソ連の理論構造地質学と広域構

造地質学の分野構造地質園の編さんにおける成果こそ

国際的な構造地質図の編さんのイ島シァチヴをソ連にゆ

だね養世る園を稼っているのである｡AムYa鵬hi頁を

長とする地質学者グルｰプによって縮尺エ:5里OOO重000

のほ一ラシァ大陸構造地質図J溌作製密れたしN,翁.

Shats嚇(議長)肌S叫e(副議長)んABogd鋤｡㌢(事

務局長)を指導部とする編書ん委員会の指導の下記議国

の学者が組み立て淀縮尺工:2至δ00,000～一浜ツバ構造

地質剛はソ違で螂碑に出版された､いずれも大が

かりな寮業であった､首遺構造地質図のうちγYe｡

脇田が指導1作製した1:7,500重O⑪0のソ連堆積岩相図

集丁瓜s災跳鰯賊の指導の下に編さんされ花工連の

地質関連園も特記さるぺ巷ものである山

ソ違熔招ける地殻深部帯の研究課題は既存形式の図

幅を的確1正確なものとし新たな原貝い新たな方式の

新しい図幅を作製するというやり方で特殊な地殻深部

構造図の編窓ん作業を促進窪せることとなった.この

点では縮尺工;§三〇⑪◎｡O00と工:勇､δ00,000のロシア卓状

地図幅集(卓状地基盤岩系構造図=〔LんV拙撒潤眺〕

アイヌ鰍リアン以新の新期堆積層を剥い花形式の構造地

質図〔Y竃正道m鵬〕帯生層1新生層を除いた構造地質

図〔A･Y乳D曲鵬嚇〕)N汎艮｡sto帆sevの指蒔で作

製された旗シベリア低地図幅集P.K,C舷王燃h蝋と

肱亙白軸抵の指導の下熔編窓んされ花中央アジア深部

構遺地質鰯湾壇繋な科学的1方法論的1実用的価値をも

つものである｡凄たXん跳汐鑓鷲嚇とγN.S玉一

蝸鵬泌⑰壷編さん責任者としてソ連全土の深部構造を�
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取り扱った縮尺1:δ葦000,000の大編さん図もずで終完成

している.この成果はソ連領土内について淀けでな

く地殻全体の研究陪対する優れた貢献で彫ろ受｡

各地質時代別の堆積相図1古地理図の編窒んを含む

古地理学的事業も大きな発展を示している｡理在符放

われているん黛｡Y呈岱｡9醐曲マYN古桃麟泌磁鎮n

A.y.R㎝ovY淡｡趾ぬを編さん委員とむ花縮尺

互:δ､OOO,0001:7事餐00三⑪O脈どの全ソ堆積相図集の編

さんはその発展の事実を物語っている堀

蓄積されて蓬た堆積砦宥学1音地理学約研究結果の総

括にも&づいて堆積作用紀関連のあ蕃各種地下資源

(石炭1石油1非金属鉱物)絶対する予測圃瀞編慈んさ

れている.注かでも特記しなくてはなら扱いの赫

1961年にI.I.Gors虹iの責任編書んによって出版された

工:慧王000,000ザ金ソ看炭鉱床生成区剛夏ふG倣幽と

VγMokrhs脇の指翻はって夏962年に編密ん1幽版

された㌘全ソ宥炭分布図集｣である｡最近では有用

鉱物の種別あるいは自然共生関係別の鉱床生成区図と予

測関の作製(申分母1小分母縮尺)秘監視されている.

花からごそTy由醐搬醜y出G古G細§h餅y.A､賄階

欄h出血◎柵岨h§榊副0Y平脈鮎鎮鯛威逸汲苗

UdaIo楓Y&TSha触至｡vらソ連の地質学者が積極的に

参加することによって国際的姐:2事δ0⑪,00胴一漠ツ

バ鐘床生成区園の編さんぽ無事記莞了し樗たのである.

ソ連全土にわたり全体としで統一的な方法論にしたが

って行なわれてきたさ凄ざまな遡質学的研究デｰタの

急速恋蓄積はソ連の地質とそれぞれの地質学的溶問題

をきわめて精密に散り抜り花畢ノグラフの編さんを可能

にしリ連の地質学｣シリｰズの出版が発給し大地

域の地質を記載する計画淋完了し花わけで勘る.そし

てソ連の地質構造の総清的な詞載一一§巻全薬㌘ソ連

け嘉皿面一蚕ふ'1

N.遡.ストラｰホフ蓄

)｢堆穰着の生成一そ⑳夢イブ麦艦伽(蒙)

毒ソ連科学アカデミｰ会長N滅ストラｰ赤フ博士の塙欝

r堆積岩の生成一そのタイプを艦化｣の②淡訳出1刊行蜜れた

重

水割ζは原警第皿部のゼ火山性雑穣着生成停燭堆積岩生成作

用の型と地球の歴変をの関係ヨが収め陰れ秒渇.

ωに訳出されている噸潤気候型蝶横砦生成作煽の藍本的特

徴｣とはいろいろの点で異なる火山機の繍循嬢大噴出機構

童

火山砕屑物質の水盛年での分数機構禿繁の濃簾機構(鉱床の

陳点鱗掌鰐㌶鋤1鳩簑簑潔

～どんど用いられていない点多少の不満淡感しら扱る決し

皇城舳舳仙舳舳舳淋札舳帖拙^舳

の地質構造｣一一が印刷され加えて各地方別の多数

のそノグラフも出版慈れている｡怒ら熔それを補強す

るものとして地質図幅説明書判び連の地質と地下資

源の系統的な梯明か行なわれている｡王961年熔それ

まで大量ぽ蓄積されて蓬た研究緕果を系統的にしその

応用を容易はする必要性からソ連国土に関する広域地

質研究の文献と註釈を加え花リ連の地質学研究一シリ

ｰズの出版添始め鰺れている吉

広域地質学部門隠潟げる到蓬点は各問題分野別の総

括的扱出版花と免はリ連の層位学J｢ソ連の岩看

学Jけ連の構造地質学J｢ソ違は招ける有用鉱物

分布の規則性J溶どの出版を支えてくれたのである､

以上のぶ夢に王O月社会主義革命後ソ連の広域地質

研究の分野には明瞭な道筋が貫ぬかれている里そし

てソ連は地質学上の研究面で多くの国々をはるかぽ追

い越したのである,しかも今鷺のソ連ではメンデレ

ｰ鴛クの周期偉表のすべての禿素秘実際紘螢産巻れてい

る串科学ア勿デ薫一会貴浴双腕鵬砥◎はジ連秘

安定した鉱物原料墓地を脊し多くの有用鉱物の調査鉱

量でも世界有数⑳位置を黄めていることを繰り返㌧強調

しで蜜たが&く紀鉄鉱&呼ンガン鉱石炭宥綿

ニッケル鉛蒐鉛繋リブデン氷銀アンチ藩ン扱

どかいちじるむく鉱蟹ポテンシャル畿な葛当も瀞詮

大である右すなわも予想鉱量は調藍鉱量をは蕃か熔

越えている串これも旗繊地質研究の大きな進歩にも

とづく成栗である岳

ソ違の各種地質図幅ば国際的な賞讃を受け万国地

質学会にも展承された.すな杉ち箭述のソ違の地質図

の多くは1956年のメキシ鴛鵡鳶O年の滋災ンハｰゲン

王9艇隼の饒訟一1ヂリｰで行なわれた万園地質学会総会

で研究され高い評価を受け花ので路る｡

(訳者嫁舷床部)

舳舳鮎弩

て遼効繋でなく牲急紀この蕎の内容塾猶周しようとする鉦遼

に滴化不良を潟ζすζと1籔るかもしれない岳

しかしストタｰ泳フ博士の鰹論体系を学ぶごとはとく紀魏

�

芸滋戦鵡篤灘瓢驚簑灘慧孟質簑1

にとっては非常紀参考になるを思われる.いわ憾ど夢ミン剤{

l1濠箏箏11㍗馳1

ヨ

欝鵬火雌堆瀦蛾鰯繍維蔵作馳型と地球の融とヨ

鯛の農ヱ燃榊脇成㈱1

欝隻章擁薩火出作儒勅よ渉そ棚こ伴う幾蕎珪成作周{

訳簑:章山簑篇鴬篇簑鷲二棚関係1
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